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－　リスク低減措置の優先順位　－ 

　リスク低減措置は、法令に定められた事項がある場合にはそれを必ず実施する（注）とともに、次に

掲げる優先順位で検討し（可能な限り高い優先順位のもの）、実施することが重要です。 
（注）　作業環境測定の実施が義務付けられている場合は、管理区分に基づき法令に定められた措置

を実施してください。 

危険な作業の廃止・変更、危険性や有害性の低い材料への代替、

より安全な施工方法への変更等 

上記１～３の措置を講じた場合においても、除去・低減しきれな

かったリスクに対して実施するものに限られます 

局所排気装置、防音囲いの設置等 

マニュアルの整備、立ち入り禁止措置、ばく露管理、教育訓練等 

　リスク低減に要する負担がリスク低減による労働災害防止効果よりも大幅に

大きく、リスク低減措置の実施を求めることが著しく合理性を欠く場合を除き、

可能な限り高い優先順位の低減措置を実施する必要があります。 

法令に定められた事項の実施（該当事項がある場合） 

1　設計や計画の段階における危険性又は有害性の除去 
又は低減 

2　工学的対策 

3　管理的対策 

4　個人用保護具の使用 
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留意事項
　改善後に新たな危険性又は有害性が生じていないかを確認することも大切です。万が一、新た
な危険性又は有害性が生じた場合には、そのリスクの優先度が高いものか否かを確認し、もし、
高いリスクであった場合には、新たに生じた危険性又は有害性についても、リスク除去・低減措
置を検討し改善を実施しなければなりません。

⑦ リスクアセスメント実施状況の記録と見直し
　前項で検討されたリスクとリスク低減対策案さらにその対策案の想定リスクについて、リスクアセ
スメント担当者等（又は安全衛生委員会等）による会議で審議し、事業場としてリスク低減対策の実
施上の優先度を判断し、具体的な活動へ進みます。
　また、リスクアセスメントの実施結果が適切であったかどうか、見直しや改善が必要かどうかを検
討し、次年度以降のリスクアセスメントを含めた安全衛生目標と安全衛生計画の策定、さらに安全衛
生水準の向上に役立てることが望まれます。リスクアセスメント実施一覧表は実施記録として保存し
ます。


